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仮想化に対する取り組み

独自基盤 OpenStack利用

2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

E F G H I J K L N M O P Q

Release 1 Release 2 Release 3

a

●
研究開始

●
世界初vEPC
商用稼働

●
vIMS, vCPE
商用展開

●
vEPC発表
@MWC

輻輳対策の研究開発

東日本大震災

OpenStack改造

NFV

※ 総務省の委託研究「大規模災害時に被災地の通信能力
を緊急増強する技術の研究開発（大規模通信混雑時におけ
る通信処理機能のネットワーク化に関する研究開発）」他

●
国内初vEPC
商用稼働

各種NW装置の
NFV化拡大
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なぜ仮想化か？

トラヒック量に比例して増加傾向にある設備コストの削減経済性

様々なサービス・ネットワーク機能の素早い展開迅速性

多様化するトラヒックパターンや市場ニーズの変化への対応柔軟性

ソフト再配置によるＨＷ障害からの自動復旧保守性

仮想化・クラウド化によりすべての解決を志向

ハード/ソフトの垂直統合 ソフト/ハードの分離

専用、特定のハードウェア 汎用、最新ハードウェア
仮想化
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仮想化のユースケース

モバイルコア網の仮想化

ＣＤＮの仮想化

基地局の仮想化

固定ネットワークの
仮想化

ホームネットワーク機器の
仮想化

サービスチェイニング
（論理的にＶＮＦを接続してサービスを構成）

企業向けアプライアンスの
仮想化

通信ネットワークの様々な領域において仮想化適用がはじまっている

HSS MGW MGWFW

NAT LB



今後の展開と課題
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MBH

MAPS

中継網 中継網 インター
ネット

E2EO(TOMS)

MANO MANO

CN
IoT

5G-DU

ER/CR

5G-CU

MVNO

MFH

CN
TMS

次世代ネットワーク全体イメージ
次世代ネットワークの実現は、NFV化の進展を前提に検討が進む
RAN, トランスポートを含みNW全体のソフトウェア化によりスライスを提供

NWスライスIoT

AI5G

ARAR

MEC

マルチDC

NW
最適化制御

QoE
自動制御

BDE

RRE/SRE

【NWセキュリティ】
・NFVセキュリティ対応
・IoTセキュリティ対応
・5GCセキュリティ対応

WIM

NW
ｾｷｭﾘﾃｨ 【QoE自動制御】

・NW品質の見える化

【5G/IoT収容NW】
・IoT専用コア（スライス）導入
・5G収容NW導入

【マルチDC】
・仮想化ノード局舎間連携

クラウドネイティブ

5GC 5GC

DMP

分析アシュアランスFulfilment

DPI

B2X

ﾛｰｶﾙ
5G

MEC

【NFV化領域拡大】
・RAN仮想化(O-RAN)
・SDN/NW装置(WhiteBox)
・アクセラレーション(FPGA, GPU)
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次世代ネットワークマイグレーション
5G導入後の次世代ネットワークの完成に向け、段階的な導入が必要

• ネットワーク品質管理機能の高度化
１

• コア・トランスポート範囲のスライスを実現する
サービスオーケストレーション機能の高度化

２

• クラウドネイティブな5Gコア導入による柔軟性の向上
• RAN仮想化を含むエンドツーエンドのサービス
オーケストレーション機能の実現

３

• オペレーション自動化による効率的な運用
4
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5GC －サービスベースNWによる柔軟なNWの実現－

顧客管理層

サービス管理層

設備管理層

AMF

AUSF

PCF

NSSF

SMF#1

UPF#1

NRF

UDR

BSS/OSS

NFV化の進展によるサービス柔軟性の更なる向上、ユーザへのNWサービスの公開による、新たな機会の創造
無線/NW分離とNWの外部公開推進の実現がNW変革のキー

コンシューマ向けにVR/AR専用の回線群を構築・管理したい

モバイルネットワークと外部ネット
ワークとの接続生成・管理

専用のモバイル
ネットワークを
生成・管理

専用ネットワーク
に収容する回線の
特性を登録・管理

ネットワーク層
コアトランスポート層

VAS VPN

① SO投入
② SOからのサービス分解
③ サービスから装置への分解
④ プロビジョニング

企業ユーザ

新規生成

変更 変更 変更

変更 変更

エンドユー
ザ

必要なNWリソースを
即時に生成・変更

Slice#1

即時

アプリケーション層

NWデプロイ期間
・サービス設定自動化
・ネットワーク層以下の検証不要
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通信のブラックボックス化？ホワイトボックス化？
 通信設備を保有する側と利用する側のインターフェイス(境界)の定義が重要に
 サービス提供者と通信設備保有者の間のどこでインターフェイスをとるかによりオープン
化の度合いとセキュリティ考慮ポイントが変化

 通信機能のブラックボックスとホワイトボックスをどのようにバランスするか、通信の秘
密の担保をどうとるか。

アプリケーション

ネットワーク機能
NWハード制御機能

NWハード
アンテナ
光伝送 等

ソフトウェア化された通信

オーケストレータ
仮想ネットワークの生成

サービス基盤
サービスに必要な共通機能
オーケストレータ連携

放
送

鉄
道

航
空

電
気

ガ
ス

水
道

交
通

医
療

エ
ン
タ
メ

(オープン度)低 高

アプリケーションが必要とす
るサービス要件等情報

サービス要件を満たすために
ネットワークが満たすべき

品質情報

品質情報を満たすように
ネットワーク装置を動的制御

する情報

各インターフェイスの情報イメージ
サービス提供
事業者

通信設備保有
事業者

流
通
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クラウドネイティブ化の進展と基盤のオープン化
クラウドネイティブ化の進展により、基盤の共通化を実現
マルチベンダAPLを阻害しないオープンな基盤が重要
▌コンテナ導入に向け段階的導入を実現
通信設備への適用を前提とした、基盤ライフサイクル考慮(例: アップグレード時サービス影響)
アプリケーションのポータビリティを阻害しないオープンな基盤

IaaS VIM

APL
(VM) MANO

HaaS

IaaS
VIM

APL
(VM)

MANO

CaaS

APL
(Container)

HaaS
IaaS

APL
(VM)

CaaS

APL
(Container)

HaaS

統合ポータル(MANO)

1.現行NFV基盤
VIM+IaaS上にVMを稼働

2.コンテナ初期導入
現行NFV基盤上にCaaSを展開

3.ベアメタルコンテナ
ベアメタルコンテナ対応し基盤構成
をシンプル化



14 © NEC Corporation 2019

ユースケース例

ローカル5Gへの展開
5Gを自営無線として利用でき、地方や地域で活用可能なローカル5Gが整備中
NFV化の進展によりローカルネットワークの構築/運用が容易に
▌ローカル5Gの導入目的・役割

IoTの普及に代表されるように通信ニーズの多様化が進んでおり、５G時代においてはより一層の多様化が進むことが
想定されるため、携帯電話事業者による全国系のサービス提供に加え、地域ニーズや個別ニーズに応じて様々な主体が
５Gを活用したシステム（ローカル５G）を導入できる制度を整備し、５Gの地域での利用促進を図る。

▌ローカル5Gのコンセプト
・第5世代移動通信システム(5G)を利用
・地域において、ローカルニーズに基づく比較的小規模な通信環境を構築
・無線局免許を自ら取得することも、免許取得した他社のシステムを利用することも可能

出典：総務省資料より抜粋

重機遠隔操作スマートファクトリー

活用のポイント
自営網の特徴
・閉域NWによるセキュリティ確保
・外部トラヒックの影響なし
・必要な時に必要な場所で構築
5Gの特徴
・大容量：下り最大20Gbps
・低遅延：1ms(無線部)
・多接続：106/k㎡



NECの活動
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NECの5G実証例 赤枠内構成員・総務省限り
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NECのローカル5G事業 赤枠内構成員・総務省限り
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